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は  じ  め  に 
 

 

近年、全国で台風や豪雨・豪雪、火山噴火などの自然災害や大規模な火災が相次ぎ、

その度に尊い命が奪われ、長期にわたり人々の生活に大きな影響を及ぼしています。 

特に、昨年は北海道胆振東部地震や熊本県熊本地方を震源とする地震、また統計開始

以来の記録的な雨量を観測した平成３０年７月の豪雨災害など甚大な被害が発生した

ところです。 

県内においても、台風２０号や２４号の相次ぐ襲来により、人的・建物被害のみなら

ず長時間に及ぶ停電の発生など大きな被害をもたらしました。 

 

また、本県ではかねてより南海トラフ地震や富士山噴火の切迫性が高まっており、大

規模災害発生のへの対応が喫緊の課題となっているところです。 

 

このような中、本県では今年度、緊急消防援助隊の受援・応援計画の改正、また平成

２８年度から整備を進めていた消防防災ヘリコプター「あかふじ」の新鋭機の就航式を

７月２４日に実施することができました。 

 

今後さらに、県内の広域応援体制の整備とともに、県外の消防機関との相互の応援、

受援が円滑に行えるよう、緊急消防援助隊の整備・増隊もますます重要になり、これま

で以上に、県と県内の消防機関が一致団結して、県民生活の安心・安全のため、様々な

施策・活動に鋭意取り組むことが求められます。 

 

 

本書は、県内市町村及び消防本部の調査結果に基づき、平成２９年４月１日

現在の消防力の現況と、平成２８年中の火災の発生状況、救急・救助活動、予

防行政、危険物の状況及び消防防災ヘリコプターの運航状況等について取りま

とめたものです。 

消防関係者はもとより、広く県民の皆様にご活用いただき、安心・安全な地

域社会づくりに向けた施策の立案や火災や災害の未然防止の一助となれば幸い

に存じます。 

 

 

  平成３１年３月 

 

                       山梨県防災局消防保安課 

                       課 長  西 川 秀 之 
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消防年報の利用にあたって 

 

１ 調査期日 

    特に注記していない限り、平成２９年４月１日現在である。 

  ただし、各表に表示されているものについてはその表示による。 

  「年」とあるのは、暦年間（１月から１２月まで）、「年度」とあるのは、会計年度（４

月から翌年３月まで）である。 

 

２ 留意事項 

  （１）面積は「平成２９年全国都道府県市区町村別面積調」による。 

 （２）人口、世帯数は平成２９年４月１日現在の山梨県推計人口による。 

 （３）各表にかかる記載事項は、総務省消防庁の次の統計による。 

   ・平成２９年消防防災・震災対策現況調査 

      ・平成２９年火災報告・火災による死者の報告 

   ・平成２９年救急業務実施状況調、救助業務実施状況調 

   ・平成２９年防火対象物実態等調査 

      ・平成２９年危険物規制事務調査 

 


